
 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪COCONO企画展≫ ‐世界の終わりの始まり‐ 

～ ガラス作家松藤孝一の展覧会を開催します ～ 

 

JR 越前大野駅前、通称「やすらぎ空間」。見上げると、梁にガラス製の赤ちゃんが乗っかっている。

武家屋敷旧内山家２階座敷の床の間。ここにもガラスの赤ちゃんが鎮座している。 

これらの作品は２００３年、大野市が行ったアーティスト・イン・レジデンス事業で松藤孝一氏が「水」

をテーマに作った作品です。以後、大野の人や自然に魅了された松藤氏は、毎年のように大野を訪れて

います。 

あれから１６年、COCONOアートプレイス今年度第３弾の企画展は、進化した松藤孝一氏の展覧会を

開催します。つきましては、周知及び会期中の取材をよろしくお願いいたします。 

  

記  

 

１ 会 期    １０月１２日（土） ～ １２月２２日（日）  

        ※１０月１２日（土）は午前１１時より作家が在廊します。 

 

２ 場 所    COCONOアートプレイス（大野市元町１２番２号 TEL ０７７９－６４－４８４８） 

 

３ 内 容   蔵ギャラリー：松藤氏が近年取り組んでいるウランガラス作品により都市を表現 

       ハナレギャラリー：江戸時代から明治時代まで幾度となく大火に襲われた大野の歴史に

着目した新作「大野の終わりの始まり」を展示 

 

４ 観覧料   大人３００円 中学生以下無料  ※観覧料でオモヤギャラリーも見ることができます。 

 

５ 関連イベント  ・ワークショップ「光るガラスでモビールを作ろう」 

１１月３日（日）１０時～１１時３０分 COCONO和室 

定員１０名（要申し込み・TELにて先着順） 参加費１２００円  

・アーティストトーク  

１１月３日（日）１４時～１５時 ギャラリー内 （要観覧券・申し込み不要） 
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【発信日】令和元年 10月 3日 

【問合わせ先】 

 学びの里「めいりん」 

 大野市教育委員会生涯学習課 中村、亀谷 

 電話 0779-65-5590 内線 75-205 


